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誠実 な 心 で いつ も 神 に 向かう 人 々 を 引き 続き 導き ます 
##### 


イス ラー ム の メッ セー ジ こ の 小冊子 は 、 全 て の 預言 者 が そこ へ と 人 々 を いざ な っ た イス ラー ム の 信仰 
箇条 と 、 イ スラ ー ム へ の 改宗 の 仕方 に つい て 説明 し て いま す 。 


ムスリム の 生活 に は 五 つ の 実践 が あり ます 。 神 の 唯一 性 に 対す る 信仰 唯一 絶対 の 神 。 天 地 万 物 の 創造 主 。 他 の 

神 や 偶像 の 崇拝 を 禁じ 、 た 。 ムハンマド が 最後 の 預言 者 で ある と いう こと に 対す る 信仰 。 預 言 者 神 か ら 特別 の 使 

命 を 授け られ 、 神 の 言葉 を 預かり 、 人 々 を 導く 存在 。 毎日 の 規則 に か な っ た 礼拝 。 貧 し いも の へ の 施し 。 断 食 に よる 自 
己 を 清め る 行為 。 肉 体 的 ・ 金 銭 的 に 可能 な 者 が メッ カ へ 巡礼 する こと 


1. シ ャ ハー タダ (信仰 告白 ) 


アッ ラー の 他 に 崇拝 に 値する も の は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使者 で ある 」。 こ の 信仰 の 宣言 は シャ ハー ダ と 呼 

ば れ ま す 。 唯一 絶対 の 神 。 天地 万 物 の 創造 主 。 他 の 神 や 偶像 の 崇拝 を 禁じ 、 た 。 この 単純 な 言葉 が 、 あ ら 

ゆる 信仰 の 宣言 で す 。 こ の 宣言 の 意味 は 、 人 生 の 目的 は 、 た だ アッ ラー に 従う こと だ と いう 信仰 で す 。 そ し て これ は 
最後 の 預言 者 ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) の 教え と 実践 を 通し て 得 ら れ ま す 。 


2. サ ラー ト (礼拝 ) 


サラ ー ト と は 毎日 5 回 行わ れる 礼拝 の こと で す 。 そ し て それ は 礼拝 者 と アッ ラー と の 直接 の つなが り で す 。 こ れ ら の 
5 回 の 決ま っ た 礼拝 は 、 ク ルアー ン の 章 を 含み 、 啓 示 の 言葉 で ある アラ ビア 語 で 行わ れ ま す 。 け れ ど も 個人 的 な 祈り 
は 、 自 国 の 言葉 で いつ で も 行う こと が で きま す 。 


3. サ ラー ト ( 念 拝 ) 


イス ラー ム の 重要 な 原則 の 一 つ は 、 あ ら ゆ る も の は アッ ラー に 属し て お り 、 人 間 の 持っ て いる 財産 は 信託 だ と いう こ 
と で す 。 ザ カー ト と いう 言葉 の 意味 は 、「 清 め 」 と 「 成 長 」 の 両方 の 意味 が あり ます 。 貧者 の た め に 財産 の いく ら か 
の 割合 を 取っ て お く こ と は 、 私 達 の 財産 を 清め 、 樹 木 の 陣 定 の よう に 、 さ ら な る 財産 の 成長 を も た ら す も の で す 。 


4. サ ウム (断食 ) 


毎年 、 ラ マダ ー ン 月 に は 、 全 て の 健康 な ムスリム は 、 暁 か ら 日 当 ま で 断食 し ます 。 断食 の 最 中 に は 、 飲 食 は も ちろ ん 

他人 の うわ さ 話 や けん か 、 性 交 な ども 慎み ます 。 断食 は 健康 に も いい の で す が 、 そ れ は 実際 、 自 己 浄化 と 克 己 心 の 訓 

練 の た め に 行わ れ ま す 。 現世 の 快適 さ を た と え 一 時 で も 絶つ こと に よっ て 、 人 は 自分 の 人 生 に お いて アッ ラー の 存在 
意識 に 集中 する の で す 。 


5. ハッ ジ (巡礼 ) 


メッ カ へ の 巡礼 - ハッ ジ は 、 肉 体 的 お よび 経済 的 に 可能 な 者 に 対し て の み 、 義 務 で す 。 け れ ど も 、 毎 年 地球 上 の あ 
ら ゆ る 地域 か ら 2 0 0 万 人 を 越す 人 々 が 、 異 な る 民族 同士 が 出会う この 集まり に や っ て きま す 。 例 年 の ハッ ジ は イス 
ラー ム 暦 の 1 2 月 に 始ま り ま す 。 巡 礼 者 た ち は 特 別 の 装い を し ます 。 そ れ は 縫い 目 の な い 二 枚 の 布 で 、 こ れ に よっ て 


階級 や 文化 の 違い は な く な っ て し まい 、 全 て の 人 々 が アッ ラー の 前 で 等 し く 立 つの で す 。 ハ ッ ジ の 儀式 は 、 預 言 者 イ 

ブラ ヒー ム (アブ ラ ハ ム ) に その 源泉 を 見 る こと が で きま す 。 例え ば カアバ 神殿 の 周り を 7 周 し た り 、 イ ブラ ヒー ム 

の 妻 ハ ー ジ ャ ル が 水 を 求め て 行っ た よう に 、 サ ファ ー と マル ワ の 丘 の 間 を 7 回 行き 来 し た り し ます 。 巡礼 者 た ち は 後 

に アラ ファ ー ト の 平野 に 集い 、 と も に アッ ラー の 許し を 求め て 祈り ます 。 その 姿 は し ば し ば 審判 の 日 の 光景 に た と 

えら れ ま す 。 ハ ッ ジ の 有 終 は 、 イ ー ド ル ・ ア ド ハ ー の 祭り に よっ て 飾ら れ ま す 。 こ の 祭り に は 、 世 界 中 の ムスリム が 
青 れ 着 で 祝い ます 。 こ れ と 断食 開け の 祭り で ある 、 イ ー ド ル ・ フ ィ ト ル が 、 イ スラ ー ム の 祭り で す 
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至高 な る アッ ラー の 「 主 性 」、 す な わ ち アッ ラー が 万 象 を つか さ ど る 王 、 創 造 者 に し て 主 で ある こと を 、 我 々 は 信 ず 
る 。 


至高 な る アッ ラー の 「 神 性 」、 す な わ ち アッ ラー こそ て 真 の 神 で あり 、 他 の いか な る 宗 拝 対象 も 虚妄 に 過ぎ な いこ と 
を 、 我 々 は 信ずる 。 我々 は また 、 ア ッ ラ ー の 名 称 と 属性 、 す な わ ち アッ ラー に は 美 名 と 完全 性 を 表す 属性 が ある こと 
を 信ずる 。 


さら に 、 こ れ ら 3 点 に お ける アッ ラー の 唯一 性 を 、 我 々 は 信じ る 。 至高 な る アッ ラー の 以下 の 御 言 葉 に ある よう に 、 
アッ ラー は その 「 主 性 」、「 神 性 」、 


「 名 称 と 属性 」 の いずれ に お いて も 無比 に し て 比類 の な い 御 方 な の で ある 。 


『 (アッ ラー は ) 天 と 地 と その 間 と その 間 に あ る すべ て の も の の 主 に お わし ます 。 そ れ ゆ え 彼 に 仕え 、 彼 の 崇拝 に お 
いて 耐え 忍 べ 。 そ れ と も 没 は 彼 と 並び 称 さ れる も の を 知っ て いる と で も 言う の か 。』 (クル アー ン 第 19 章 〔 マ ル ヤ 
ム 〕 65 節 ) 


また 我々 は 、 ア ッ ラ ー が 以下 の よう な 御方 で ある こと を 信ずる 。 


『 ア ッ ラ ー は 、 彼 の 他 に は 神 は な く 永 遠 に 自 存 され る 御方 。 仮 眠 も 熟睡 も 彼 を と ら え る こと は な い 。 天地 に ある すべ 

て の も の は 彼 に 属す る 。 彼 の 御 許し な くし て 誰が 彼 の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 彼 は 人 々 の 前 に ある こと も 

後に ある こと も 知っ て お られ る 。 彼 の 御 許し が な い 限 り 、 人 は 彼 の 知 に つい て 何一つ 有 玩 い 知る こと は で き な い 。 彼 の 

台座 は 天地 を 覆い 、 彼 は 天地 を 守っ て 疲れ を 知ら れ な い 。 彼 は 至高 に し て 至 大 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 2 章 
〔 雌 牛 〕 255 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 彼 こそ 、 彼 の 他 に 神 は な く 、 幽 玄 界 の こと も 現象 界 の こと も 知る 慈悲 あま ね く 慈 愛 深い アッ ラー に お わし ます 。 役 

こそ 、 彼 の 他 に 神 は な く 、 王 に し て 至 聖者 、 平 r 安 と 信仰 の 授与 者 、 管 理 者 、 威 力 者 、 至 強者 、 至 尊 者 に お わし ます 。 

アッ ラー は 多神教 徒 た ち が 彼 に 配 す る も の を 達 か に 超越 し 給 う 。 彼 こそ 創造 し 、 形 を 与え 給 う 御方 アッ ラー に お わし 

ます 。 彼 に は 美 名 が 帰 さ れ 、 天 地 に ある も の は 彼 を 称え る 。 彼 は 威力 ある 知 蒸 者 に お わし ます 。 』 (クル アー ン 第 59 
章 【〔 集 合 〕 23 節 ) 


また アッ ラー に 天地 の 大 権 が 属す る こと を 我々 は 信ずる 。 


『 天 地 の 大 権 は アッ ラー に 属す る 。 後世 . 彼 は 御 望み の 者 に 男子 を 授け 、 ま た 御 望 み の 者 に 女子 を 授け 給 う 。 あ る い 
は また 男 と 女 の 組 と も な され れ ば 、 御 望み の 者 は 不妊 と も な され る 。 まこ と に 彼 は 全 知 に し て 全能 に お わし ます 。』 
(クル アー ン 第 42 章 [相談] 49-50 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 彼 に 対比 し うる も の は 何一つ 存在 し な い 。 彼 は すべ て を 見 聞 さ れる 御方 に お わし ます 。 天 地 の す べ て の 鍵 は 彼 に 属 
EAA 
章 相談 〕 11-12 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 天 地 に 生き る も の で アッ ラー の 御 恵 み を 受け て いな いも の は な い 。 彼 は その 居住 所 も 居留 地 も 知っ て お られ る 。 す 
べ て は 明白 な 書 冊 の 中 に 書き 記さ れ て いる の で ある 。』 (クル アー ン 第 11 章 〔 フ ー ド ]〕 6 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 幽 玄 界 の 鍵 は 彼 の 御 許 に あり 、 彼 の 他 に は 誰 も それ を 知る 者 は いな い 。 彼 は 陸 と 海 に ある すべ て の も の を 知っ て お 
られ る 。 1 枚 の 木の葉 で さえ 、 彼 の 知ら な いう ち に 落ち る こと は な く 、 ま た 暗闇 の 大 地 の 一 粒 の 穀 粒 と いえ ども 、 生 
気 あ る も の も 枯れ た も の も 明瞭 な 天 の 書 の 中 に 記さ れ て いな いも の は な い 。』 (クル アー ン 第 6 章 家畜 〕 159 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 ま こと に 最後 の 審判 の 時 に 関す る 知識 は アッ ラー の 御 許 に こそ ある 。 彼 は 雨 を 降ら せ 、 ま た 体内 に ある も の を も 知 
っ て お られ る 。 し か し 人 は 誰 も 明日 、 自 分 が 何 を 稼ぐ か を 知ら ず 、 誰 も 自分 が どこ で 死ぬ の か を 知ら な い 。 ま こと に 
アッ ラー こそ すべ て に 通 暁 され る 御方 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 31 章 〔 ル クマ ー ン ]〕 34 節 ) 


また アッ ラー が お 望み の こと を 御 望み の と き に 、 御 望み の まま に 語ら れる こと を 我々 は 信ずる 。 
『 ア ッ ラ ー は ムー サー に 語り か け 給 うた 。』 (クル アー ン 第 4 章 (婦人 ]〕 164 節 ) 


『 ム ー サ ー が 我ら (アッ ラー) と の 約束 の 時 に 来 て 、 主 が 彼 に 語り か け 給 うた 時 .…』 (クル アー ン 第 7 章 〔 高 壁 } 143 
節 ) 


『 我 ら (アッ ラー) は シナ イ 山 の 右側 か ら 彼 を 呼び 寄せ 、 親 し く 語 りか ける た め に 、 近 くに 招き 寄せ た 。』 (クル ア 
ー ン 第 19 章 〔 マ ル ヤ ム 〕 52 節 ) 


また 次 の こと を 我々 は 信ずる 。 


『 た と え 海 の 水 が す べ て 主 の 御 言葉 を 書き 記す た め の イ ンク で あっ た と し て も 、 主 の 御 言葉 が 尽き る 前 に 海水 の ほう 
が 尽き て し まう で あろ う 。』 (クル アー ン 第 18 章 (洞窟 〕 109 節 ) 


『 た と え 地 上 の 木 が すべ て ペン で あ り 、 また 海 が イ ンク で 更 【 に 7 つの 海 を 添え た と し て も 、 ア ッ ラー の 御 言葉 を 書き 
尽く すこ と は で き な い 。 ま こと に アッ ラー は 威力 者 に し て 英知 ある 御方 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 31 章 〔 ル 
クマ ー ン 〕 27 節 ) 


また 、 ア ッ ラ ー の 御 言 葉 こ そ 情 報 に お いて は 最も 信頼 が お け 、 規 範 に お いて は 最も 義 し く 、 物 語 に お いて は 最も 美 し 
い 言 葉 で ある と 、 我 々 は 信ずる 。 


『 汐 の 主 の 御 言葉 は 真実 と 公正 に お いて 完璧 で あっ た 。』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 115 節 ) 


『 誰 が アッ ラー より 正しく 語り えよ うか 。』 (クル アー ン 第 4 章 【=〕 87 節 ) 


また 、 聖 クレ ルアー ン は 文字 通り 至高 な る アッ ラー の 語ら れ た 御 言葉 で あり 、 ア ッ ラ ー が それ を 天使 ジブ リー ル (ガブ 
リエ ル ) に 授け 、 ジ ブリ ー ル が それ を 携え て 預言 者 の 心 に 下っ た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 
『 言 え 。「 聖 嗜 (ジブ リー ル ) が 真理 を も っ て 、 溢 の 主 の 御 許 か ら そ れ (クル アー ン ) を も た らし た 。」』 (クル ア 
ー ン 第 16 章 〔 蜜 蜂 〕) 102 節 ) 


忠 


『 ま こと に これ (クル アー ン ) は 、 万 世 の 主 か ら の 啓示 で ある 。 誠 実 な 霊 (ジブ リー ル ) が それ を 携え て 液 ( ム ハ ン 
マ ド ) の 心 に 下っ た 。 それ は 溢 (ムハンマド ) が 明瞭 な アラ ビア 語 で 語る 警告 者 と な る た めで ある 。』 (クル アー 
第 26 章 〔 詩 人 た ち 〕 192-195 節 ) 


また 、 明 く も 貴 き アッ ラー が 本 質 に お いて も 属性 に お いて も 被 造物 の 高み に あっ て 隔絶 し て お られ る こと を 、 我 々 は 
信ずる 。 至高 者 の 次 の 御 言 葉 に ある 通 り で ある 。 


『 彼 は いと 高く 偉大 な る 御方 。』 (クル アー ン 第 2 章 (雌牛 〕 255 節 、42 章 〔 相 談 〕 4 節 ) 
『 彼 は 僕 ど も の 上 に ある 至高 者 。 彼 こそ は 英明 に し て 全 知 な る 御方 。』 (クル アー ン 第 6 章 家畜 〕 18 節 ) 


我々 は また 、『 彼 は 天地 を 6 日 で 創造 し 、 そ の の ち 玉 座 に つき 、 万 象 を 司 り 給 う 』 (クル アー ン 第 10 章 【〔 ユ ー ヌ ス ]〕 3 
節 ) こと を 信じ る が 、「 玉 座 に つく 」 と は 、 ア ッ ラ ー が その 威光 と 偉大 さ に 相応 し い 比 類 な き 卓 越 性 を も っ て 玉座 を 
遥か に 超越 し て お られ る と いう こと で あり 、 そ の 具体 的 様態 は アッ ラー 御 自身 し か 知り 給 わ な いこ と で ある 。 


我々 は また 、 至 高 な る アッ ラー が 被 造 物 と 共に お られ 、 し か も 玉座 に あっ て 人 々 の 状況 を 知り 、 声 を 聞き 、 所 業 を 

見 、 す べ て を 管理 し て お られ る と 信ずる 。 彼 は 貧者 に 恵み を 垂れ 、 虐 げ ら れ た 者 を 助け 、 御 望み の 者 に 権能 を 授け 、 

御 望 み の 者 か ら 権 能 を 取り 上 げ 、 御 望み の 者 を 高め 、 御 望み の 者 を 卑 し め 給 う 。 善 きも の は 彼 の 御手 に あり 、 彼 に は 

すべ て の こと が 可能 で ある 。 そ し て この よう な 業 を な し 給 う 御方 は 、 被 造物 と 共に お られ る こと が 真実 な ら 、 被 造物 
を 達 か に 超え た 玉座 の 高み に お られ る こと も また 真実 な の で ある 。 


『 彼 に 対比 し うる も の は 何 も な い 。 
彼 は すべ て を 見 聞 さ れる 御方 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 42 章 〔 相 談 〕 11 節 ) 


我々 は 、 ア ッ ラ ー の 受 肉 を 説く 一 派 [/I や ジャ フ ム 派 [Tvl! の よう に 、 ア ッ ラ ー が 地上 に あっ て 被 造物 と 共に お られ る と 
は 言わ な い 。 我 々 は その よう な こと を 言う 者 を 不信 仰 者 、 あ る い は 道 を 踏み 外し た 者 と みな す 。 な ぜ な ら 彼 ら は アッ 
ラー に 、 相 応 し か ら ざ る 不 完全 な 性 質 を 帰し て いる か ら で あ る 。 


我々 は 、 使 徒 が アッ ラー に つい て 告げ られ た こと 、 す な わ ち 、「 ア ッ ラ ー は 毎夜 、 最 下 天 まで 降り 来 り 、 夜 の 3 分 
の 1 を そこ に 留まり 、『 我 に 祈る 者 に 我 は 応え よう 。 我 に 祈願 する 者 の 願い を 我 は 適 え よう 。 我 に 落 し を を う 者 を 我 
は 赦 そ う 。』 と 仰せ られ る 」 [比類 の な ] こ と を 信ずる 。 


また 褒 む べき アッ ラー の 次 の 御 言葉 に より 、 ア ッ ラ ー が 復活 の 日 に 人 々 を 選 り 分 ける た め に 来 臨 し 給 う こと を 、 我 々 
は 信ずる 。 


『 い や 決し て 。 大 地 が 粉々 に 砕 か れ 、 液 の 主 が 天使 を 従え て 来 臨 し 、 地 獄 が 姿 を 現す と き 、 そ の と き 人 は 思い 起こ す 
だ ろう 。 し か し その と き に な っ て 思い 起こ し た と し て 、 そ れ が 何 に な ろう か 。』 020D2 ー ン 第 89 章 【〔 暁 〕 21-23 
節 ) 


また 、 至 高 な る アッ ラー が 『 意 志 さ れ た こと を 為 し 給 う 御 方 』 (クル アー ン 第 85 章 〔 星 座 〕】 16 節 ) で ある こと を 、 
我々 は 信ずる 。 そ し て 、 ア ッ ラ ー の 「 意 志 」 に は 2 つの 意味 が ある と 信ずる 。 


ー つ は 存在 付与 的 意志 で あり 、 こ れ に よっ て 意志 が 対象 と する 事物 は 生起 する が 、 必 ず し も それ は アッ ラー の 御 心 に 
適う と は 限ら な い 。 こ の 場合 の 「 意 志 」 は 、 次 の 至高 者 の 御 言葉 に ある よう に 、「 意 図 」 と いう 意味 で ある 。 


『 も し アッ ラー が お 望み な ら 、 彼 ら は 互い に 争わ な か っ た で あろ う 。 し か し アッ ラー は 意志 され た こと を 遂行 され 
る 。』 (クル アー ン 第 2 章 〔 肉 牛 〕」 253 節 ) 


『 も し も (アッ ラー が ) 液 ら を 迷わ せよ うと 意志 され た な ら 。 彼 こそ は 液 ら の 主 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 11 
章 【 フ ー ド 〕 34 節 ) 


も う 一 つ は 規範 的 意志 で あり 、 こ れ に よっ て 意志 が 対象 と する 事物 は 必ず し も 生起 する と は 限ら な い が 、 次 の 御 言 葉 
の よう に 、 ア ッ ラ ー は それ を 常に 嘉 さ れる 。 


『 ア ッ ラ ー は 彼ら を 赦 そ うと 意志 され る 。』 (クル アー ン 第 4 章 (婦人 〕 27 節 ) 


存在 付与 的 意志 で あれ 規範 的 意志 で あれ 、 ア ッ ラ ー に よっ て 意志 され た も の は 彼 の 英知 に 則っ て お り 、 彼 が 「 有 れ 」 

と 定め 給 う た こと も 、 人 が アッ ラー を 崇め 行う よう に シャ リー ア ( 聖 法 ) と し て 規定 し 給 う こと も 、 我 々 に その 真意 

の 一 端 を 有 類 い 知る こと が 出来 よう と 、 あ る い は 理解 不可 能 で あろ うと 、 す べ て 彼 の 英知 に に っ て な され 、 英 知 に 適っ 
て いる こと を 我々 は 信ずる 。 


『 ア ッ ラ ー こ そ 最 善 の 裁決 者 で は な いか 。』 (クル アー ン 第 95 章 (無花果 〕 8 節 ) 
『 信 仰 堅 園 な 者 に と っ て 、 ア ッ ラ ー よ り 裁 決 に 優れ た 者 が 他 に あろ うか 。』 (クル アー ン 第 5 章 〔 食 卓 〕 50 節 ) 
また 、 至 高 な る アッ ラー は 彼 の 友 た ち を 愛し 、 彼 ら も また アッ ラー を 愛す る こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 言 え 。「 流 が アッ ラー を 愛す る な ら 、 私 (ムハンマド ) に 従え 。 ア ッ ラ ー も 液 を 愛さ れ よ う 。」 (クル アー ン 第 3 
章 【 イ ムラ ー ン 家 ] 31 節 ) 


『 や が て アッ ラー は 、 彼 が 愛し 、 彼 ら も また アッ ラー を 愛す る よう な 民 を 奥 さ れ よう 。』 (クル アー ン 第 5 章 〔 食 
卓 ] 54 節 ) 


『 ア ッ ラ ー は 耐え 忍ぶ 者 ら を 愛さ れる 。』 (クル アー ン 第 3 章 【 イ ムラ ー ン 家 〕 146 節 ) 
『 そ し て 公正 に 振る 舞 え 。 ア ッ ラ ー は 公正 な 者 た ち を 愛さ れる 。』 (クル アー ン 第 49 章 〔 部 屋 〕 9 節 ) 
『 最 善 を 尽く せ 。 アッ ラー は 最善 を 尽く す 者 た ち を 愛さ れる 。』 (クル アー ン 第 2 章 〔 肉 牛 〕 195 節 ) 


また 、 ア ッ ラ ー が 、 シ ャ リー ア ( 聖 法 ) と し て 定め られ た 言動 を 嘉 し 、 禁 令 を 侵犯 する 言動 を 憎まれ る こと を 、 我 々 
は 信ずる 。 


『 た と え お まえ た ち が 信 じ な いと し て も アッ ラー は お まえ た ち を 必要 と は され な い 。 アッラー は 人 間 の 不信 仰 を 喜ば 
れず 、 お まえ た ち が 感 謝 す れ ば 満悦 され る 。』 (クル アー ン 第 39 章 〔 集 団 ) 7 節 ) 


『 ア ッ ラ ー は 彼ら が 出征 する こと を 嫌い 、 そ こ に 留め 置か れ 、「 家 に 残っ て いる 者 と 共に 残っ て お れ 。」 と 仰せ られ 
た 。』 (クル アー ン 第 9 章 〔 悔 悟 ] 46 節 ) 


また 、 至 高 な る アッ ラー が 、 信 仰 し 善行 に 勤しむ 者 ら を 愛 で ら れる こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 ア ッ ラ ー は 彼ら を 愛 で ら れ 、 彼 ら も 彼 に 満ち 足り る 。 こ れこ そ 主 を 明 れ る 者 へ の 報奨 で ある 。』 (クル アー ン 第 98 
章 【 明 証 〕 8 節 ) 


また 、 ア ッ ラ ー が 人 彼 の 御 始 り を 蒙 る に 相応 し い 不 信仰 者 な ど に 対し て は 御 始 り を 向け られ る こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 ア ッ ラ ー に つい て 悪い 考え を 持つ 者 に は アッ ラー が 御 守 り を 向け られ 、 厄 災 が 下ろ う 。』 (クル アー ン 第 48 章 〔 勝 
利 〕 6 節 ) 


『 不 信仰 に 胸 を 拡げ た 者 に は アッ ラー の 御 怒 り が 下り 、 音 酷 な 懲罰 が ある 。』 〈 ク ルアー ン 第 16 章 【 蜜 蜂 〕) 106 節 〉 


また 、 至 高 な る アッ ラー に は 尊厳 と 栄光 に 満ち た 御 顔 が ある こと を 、 我 々 は 信ずる 。 
『 尊 厳 と 栄光 に 満ち た の 主 の 御 顔 は 恒 存する 。』 (クル アー ン 第 55 章 〔 慈 意 あ まね く 御 方 〕 27 節 ) 
また 、 至 高 な る アッ ラー に は 高貴 で 威力 に 満ち た 御手 が ある こと を 、 我 々 は 信ずる 。 
『 彼 の 御手 は 広く 開か れ て いる . 比類 の な , 彼 は 御 心 の まま に 惜しみ な く 与 え 給 う 。』 (クル アー ン 第 5 章 〔 食 卓 〕 64 
節 ) 


『 彼 ら は アッ ラー を 正しく 崇拝 し な い 。 最 後 の 和 審判 の 日 、 彼 は 大 地 の す べ て を 一 握り に し 、 そ の 右手 に 諸 天 を 巻 か れ 
よう 。 彼 に 称え あれ 。 彼 は 彼ら が 配 す る も の を 遥か に 高く 超え て お わし ます 。』 (クル アー ン 第 39 章 【〔 集 団 ) 67 
節 ) 


また 、 至 高 な る アッ ラー に は 字義 通り に 2 つの 目 が ある こと を 我々 は 信ずる 。 な ぜ な ら 至 高 な る アッ ラー の 御 言葉 

に 、『 和 我ら の 目 の 前 で 、 我 ら の 啓示 に し た が っ て 方 舟 を 作れ 。』 (クル アー ン 第 11 章 〔 フ ー ド 〕 37 節 ) と あり 、 ま た 

預言 者 も 、「 光 が 彼 の 覆い で あり 、 も し 彼 が その 覆い を 取ら れ た ら 、 ア ッ ラ ー の 御 顔 の 御 威 光 は それ を 見 る 被 造物 を 
焼き 尽く す だ ろ う 。」Ivil と 言わ れ て いる か ら で あ る 。 


アッ ラー が 真 に 2 つの 目 を 有 し 給 う こと で スン ナ 派 は 一 致し て お り 、「 彼 (ダッ ジャ ー ル ) は 隻眼 で ある が 液 の 主 は 
隻眼 で は な い 。」|vijl と いう 、 ダ ッ ジ ャ ー ル (アン チ ・ ク リス ト ) に つい て の 預言 者 の 言葉 も それ を 裏付け て いる 。 


また 、 至 高 な る アッ ラー が 『 人 の 目 は 彼 を と ら え る こと は 出来 な い が 、 彼 は 人 の 見 る も の を すべ て 掌握 され る 。 彼 は 
精 妙 に し て すべ て を みそ な わす 御方 で ある 』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 103 節 ) こと を 我々 は 信ずる 。 


『 そ の 日 に 、 主 の 尊 顔 を 拝 し た 者 の 顔 は 輝 く 。』 (クル アー ン 第 75 章 〔 復 活 〕] 22-23 節 ) 
また 、 至 高 な る アッ ラー が その 属性 の 完全 性 に お いて 比類 が な いこ と も 、 我 々 は 信ずる 。 


『 彼 に 対比 され うる も の は 何 も な い 。 彼 は すべ て を 見 聞 さ れる 御方 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 42 章 〔 相 談 〕 11 
節 ) 
また 、 ア ッ ラ ー が その 生 と 持続 の 完全 性 に より 、『 仮 眠 も 熟睡 も 彼 を 捉え る こと は な い 。』 (クル アー ン 第 2 章 〔 肉 


生 ]〕 255 節 ) こと 、 ま た その 義 の 義 の 完全 性 に より 、 い か な る 者 を も 不正 に 扱わ れる こと は な く 、 監 督 と 統括 の 完全 
性 ゆえ に 、 そ の 僕たち の 所 業 を 見 逃さ れる こと は 決し て な いこ と を 、 我 々 は 信ずる 。 


また 、 そ の 知 と 権能 の 完全 さゆ え 、 地 に あっ て も 天 に あっ て も アッ ラー に 不可 能 な こと は な く 、『 何 か を 御 望 み に な 
る と き に は 、 彼 は た だ 「 有 れ 。」 と 仰せ に な り 、 す る と それ は 生ずる の で ある 。』 (クル アー ン 第 36 章 【〔( ヤ マー スィー 
ン 〕 82 節 ) こと 、 そ し て その 力 の 完全 性 に より 、 疲 労 、 困 ば いさ れる こと は な いこ と を 我々 は 信ずる 。 


『 我 ら は 天地 と その 間 に あ る すべ て の も の を 6 日 の うち に 創造 し 、 少 し の 疲れ も 覚え な か っ た 。』 (クル アー ン 第 50 
章 【〔 カ ー フ 〕 38 節 ) 


また 、 神 名 と 属性 に つい て アッ ラー が 御 自 身 に つい て 明言 され た こと 、 お よび 使徒 が アッ ラー に つい て 述べ られ た こ 
と が すべ て 確か な 真実 で ある こと を 我々 は 信ずる が 、 そ の 際 に 次 の 2 つの 重大 な 誤診 に 陥る こと は な い 。 


第 1 は 擬人 化 、 す な わ ち 至高 な る アッ ラー の 属性 が 被 造物 の 属性 と 同様 で ある と 心中 で 考え 、 あ る い は 主張 する こと 
で ある 。 


第 2 は 具体 化 、 す な わ ち 至高 な る アッ ラー の 属性 は こう こう で ある と 憎 断 する こと で ある 。 


また 、 ア ッ ラ ー が 御 自 身 に つい て 否定 し 給 う た こと 、 あ る い は 使徒 が アッ ラー に つい て 否定 され た こと は 否定 され る 
べき こと で ある と 我々 は 信ずる 。 そ し て 、 そ うし た 否定 は それ と は 正反対 の 性 質 を (アッ ラー に 相応 し い 美 質 と し 


て ) 認め る こと を 含意 し て いる 。 
そし て 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 が アッ ラー に つい て 語ら な か っ た こと に つい て は 我々 は 沈黙 を 守る の で ある 。 
アッ ラー の 属性 に つい て の 議論 に お いて は 以上 の よう な 態度 を 取る こと が 義務 で ある と 、 我 々 は 考え る 。 


な ぜ な ら 至 高 な る アッ ラー が 御 自身 に つい て 確 言 、 あ る い は 否定 され た こと は 、 ア ッ ラ ー 御 自身 が 御 自身 に つい て 語 
られ る こと で ある が 、 準 むべ きか な アッ ラー こそ 御 自身 に つい て 最も 良く ご 存じ の 御方 で あり 、 最 も 正しく 美しく 適 
切な 表現 で 語ら れ た の で あり 、 我 々 その 僕 に は 彼 の すべ て を 知る こと は 不可 能 だ か ら で あ る 。 ま た 、 使 徒 が アッ ラー 
に つい て 確 言 、 あ る い は 否定 され た こと は 、 人 類 の 中 で 主 に つい て 最も 良く 知り 、 か つ 最 も 誠実 で 信頼 すべ き 雄 弁 な 
アッ ラー の 使徒 が アッ ラー に つい て 語っ た こと で ある 。 至高 な る アッ ラー と その 使徒 の 言葉 は 、 知 識 の 広大 さ 、 信 頼 
性 、 明 瞭 性 の すべ て に お いて 最も 完璧 で あり 、 そ れ を 拒ん だ り 認 め る こと を た め ら うこ と は 許さ れ な い の で ある 。 


至高 な る アッ ラー の 属性 に 関し 我々 が 細部 と 原則 に お いて 述べ 、 断 言 あ る い は 否定 し て 来 た こ と は すべ て 、 我 ら の 主 
か ら 授 か っ た 書 ク ルアー ン と 我ら の 預言 者 の スン ナ に 基づい て お り 、 ま た ウン マ の 先達 と 彼ら の 後に 続い た 導き の 学 
匠 た ちの 歩ん だ 足跡 を 辿っ て いる の で ある 。 


我々 は 、 ア ッ ラ ー の 属性 に 関し て は クル アー ン と スン ナ の 明文 を 字義 通り に 伝え 、 長 くも 貴 き アッ ラー に 相応 し い 正 

し い 意 味 に 解釈 し な けれ ば な ら な いと 考え る 。 そ れ を アッ ラー と その 使徒 が 明文 で 意図 し た も の と は 異 っ た 意味 に 歪 

曲 す る 者 、 あ る い は 否定 する 者 、 ま た 擬人 的 に 解釈 し た り 、 そ れ に 具体 的 様態 を 付与 する 異端 者 の 道 を 我々 は 歩 ま な 
い 。 


至高 な る アッ ラー の 御 言葉 に も 『 彼 ら ク ルアー ン に つい て よく 考え て みた こと は な い の か 。 も し それ が アッ ラー 以外 
の も の に 由来 する な ら 、 そ の 中 に た くさ ん の 矛盾 を 発見 し た で あろ うに 。』 (クル アー ン 第 4 章 【 婦 人 〕 82 節 ) と あ 
る よう に 、 至 高 な る アッ ラー の 書 (クル アー ン ) と その 預言 者 の スン ナ に ある こと は すべ て 真理 で あり 、 ど こ に も 矛 
盾 の な いこ と を 我々 は 確信 する 。 な ぜ な ら 、 話 に 相互 矛盾 が ある と すれ ば 、 ど ちら か が 虚偽 で ある こと に な る が 、 そ 
の よう な こと は 至高 な る アッ ラー と その 使徒 の 言葉 に は 起こ りえ な いか ら で あ る 。 そ れ ゆ え 、 至 高 な る アッ ラー の 
書 、 ま た は 使徒 の スン ナ の 中 に 矛 盾 が ある 、 あ る い は 両者 の 間 に 矛 盾 が ある 、 と 言い 立て る 者 は 悪意 に よっ て 語っ て 
いる か 、 心 が 歪ん を で いる た め に そう 言っ て いる の で あり 、 そ の よう な 者 は 至高 な る アッ ラー に 立ち 帰っ て 罪 を 悔い 改 
め さ せ ね ば な ら な い 。 


至高 な る アッ ラー の 書 と 使徒 の スン ナ の 中 に 、 あ る い は 両者 の 間 に 矛 盾 が ある と 妄想 する 者 は 、 知 識 の 不備 か 、 理 解 
の 不足 、 思 索 の 欠如 か ら そ うす る の で あり 、 真 理 が 明らか に な る まで 学問 を 修め 、 思 索 を 積ま ね ば な ら な い 。 また 、 
理解 で き な け れ ば 、 彼 は 、 こ の 問題 を 学者 に 委ね 、 愚 か な 妄想 を 止め 、 知 識 の 堅固 な 者 が 言う よう に 『 我 々 は それ が 
すべ て 我ら の 主 か ら 意 さ れ た も の で ある こと を 信じ ます 。』 (クル アー ン 第 3 章 〔 イ ムラ ー ン 家 〕 7 節 ) と 言っ て 、 ク 
ルアー ン に も スン ナ に も 、 ま た 両者 の 間 に も 矛盾 や 相違 が 存在 し な いこ と を 悟ら ね ば な ら な い 。 

"アラ ー の 他 に 神 な し " 
この 多く の 予言 者 の 時 代 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ !) の 出現 と と も に 終 「 し た 。 イ スラ 一 ム の 教え は 彼 を 通じ て 
完全 に な っ た 。 - 一 つの 根本 的 規範 が 全 世界 の た め に 作ら れ 、 彼 は 全 人 類 の 予言 者 と な っ た 。 彼 の 予言 は いか な る 
特定 の 国民 や 国家 や 時 代 の た め の も の で は な か っ た 。 彼 の 託 宮 は あら ゆる 人 々 、 あ ら ゆ る 時 代 の た め の も の で あっ 
た 。 古い 規範 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ !) の 出現 と と も に 廃棄 せら れ 、 彼 は 完全 な 新しい 生き 方 を 世界 に 与え 
た 。 だ か ら 「 最 後 の 日 」 ま で に 、 将 来い か な る 予言 者 も 現れ な いし 、 い か な る 新しい 宗 教 の 近 も 啓示 され な い の で 
ある 。 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ! の 教え は アダ ム の すべ て の 子供 、 全 人 類 の た め の も の で ある 。 イ スラ ー ム は ム 
ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ り に 従う こと 、 即 ち 彼 の 予 言 を 認め 、 彼 が 我々 に 信ずる よう に 求め た あら ゆる こと を 信 

じ 、 彼 に 従い 彼 の あら ゆる 


し か し 信者 と 不信 者 の 間 に 起 る 差異 は 、 単 に 二 つ 三 つの 言葉 を 復唱 し た 結果 で は な い 。 二 つ 三 つの 言 
葉 を 唱え て も 、 こ ん な に 大 ぎ な 差異 が 生ずる は ず が な い 。 その 真 の 原動力 は この 教理 と 約束 を 心から 
受け いれ 、 現 実生 活 で それ を 完全 に 守る こと に ある の で ある 。" ア ラー の 他 に 神 な し "と いう 言葉 の 真 


の 意味 と 人 間 生活 へ それ を いか に 受け いれ る か と いう 方 法 を 知ら な いな ら ば 、 あ な た が た は この 教理 
の 真 の 重要 性 を 認識 する こと は で き な い 。 こ の よう な 基本 的 な 事柄 が な され な けれ ば ぱ ば 、 そ れ は 決し て 
効果 が な い 。" 食 物 " と いう 言葉 を た だ 繰り か え し 言っ て みて も 、 角 え を 和 け げ る こと は で で な い 。 処方 箋 
を た だ 言っ て いて も 、 病 人 を 治す こと は で き な い 。 同じ よう に 、 そ の 意味 を 理解 し な いで カリ マ を 復 
昌 し て も 、 現 ら わ れる 筐 の 変化 が いっ こう に 出 て こない 。 教 埋 の 完全 な 意味 を つか み 、 そ の 意義 を 埋 
解 し 、 そ れ を 本 当 に 信じ 、 全 身 全 圭 を あげ て それ を 支 け 入れ 、 そ れ に 従っ た 時 初め て 、 思 想 と 生活 に 
変化 が 起 る の で ある 。 こ の カリ マ の 理解 が 十 全 で な けれ ば 、 そ れ に 完全 に 効力 を 発し な い 。 我 々 は 火 
が 燃え る こと を 知っ て いる か ら 、 人 を 人 避け る 。 我 々 は 毒 は 人 間 が さわ る と 死ぬ と 知っ て いる か ら 、 毒 
を 見 る と 避け る 。 同様 に タウ ヒー ド の 真 の 意味 を 十分 に 理解 する と 、 我 々 は 信仰 と 行動 に お いて あら 
ゆる 形 の 不信 仰 や 無神論 や 多神教 を 排 礎 す る こと が で きる 。 こ れ が 神 の 唯一 性 を 信ずる こと の 自然 の 


成行 で ある 。 
OOOOOOOOOOO 
アッ ラー の 天使 た ちの 存在 と 、 彼 ら が 『 (アッ ラー の ) 高貴 な 僕 で あり 、 彼 に 先んじ て 語る こと は な く 、 た だ 彼 の 命 


令 を PU (クル アー ン 第 21 章 [ 了 言 き 26-27 節 ) こと を 我々 は 信ずる 。 彼ら は 至高 な る アッ ラ 
ー の 創造 に 成り 、 彼 に 帰依 し 崇拝 し 、『 慢 心 し レア ッ ラ ー の 宗 拝 に 供 み 怠る こと は な く 、 夜 に 昼 に 彼 を 称え 疲れ を 知ら 
な い 。』 (クル アー ン 第 21 章 【〔 預 言 者 }) 19-20 節 ) 。 


アッ ラー は 天使 を 我々 の 目 か ら 隠 され た た め 、 我 々 に は 彼ら を 見 る こと が で き な い 。 し か し 時 に アッ ラー は その 僕 の 

うち の ある 者 に 彼ら の 姿 を 明か し 給 い 、 預 言 者 も 600 の 細 を 持ち 天 を 覆う 大 天使 ど ブ リー ル の 姿 を 見 られ た こと が あ 

る [viil。 ま た 、 ジ ブリ ー ル は マル ヤム の 許 に 人 間 の 姿 を と っ て 出現 し 、 彼 女 は 彼 に 話し か け 、 彼 も また 彼女 に 言葉 を 

か けた 。 ま た 、 彼 は 預言 者 が 教 友 た ちと 共に お られ た と ころ へ 、 純 白 の 衣 に 黒髪 を し た 見 知ら ぬ 、 旅 人 と も 見 えな い 

男 の 姿 を と っ て 現れ た 。 そ の と き ジ ブリ ー ル は 預言 者 の 許 に 座り 、 膝 を 預言 者 の 膝 に 重ね 、 手 を 彼 の 服 の 上 に 置い て 

話 を 交わ され た の で ある が 、 ( 彼 が 去っ た 後 ) 預言 者 は 教 友 た ち に 向かっ て その 男 が ジブ リー ル で あっ た と 告げ られ 
た [ix]。 


また 天使 に は それ ぞ れ 任務 が ある こと を 我々 は 信ずる 。 ジ ブリ ー ル は 啓示 を 担当 し 、 そ れ を 携え て アッ ラー の 選ば れ 

た 預言 者 や 使徒 た ちの 許 に 下り 、 ミ ー カ ー イ ー ル (ミカ エル ) は 雨 と 植物 の 養育 を 司 り 、 イ スラ ー フ ィ ー ル は 雷鳴 の 

き 、 ま た 復活 の と き に ラッ パ を 吹き 鳴ら す 役目 を 負っ て いる 。 ま た その 中 に は 人 の 死に 際 し て 魂 を 取り 上 げ る 死 の 
天使 、 山 を 管理 する 天使 、 地 獄 の 番 を する 天使 、 胎 児 の 世話 を する 天使 、 人 類 の 守護 の 天使 が いる 。 


また 、 人 の 所 業 を 書き 記す 天使 も いる 。 す べ て の 人 間 に は 2 人 の 天使 が 『 右 肩 と 左肩 に 座っ て お り 、 一 言 と いえ ども 
書き 漏らす こと は な い 。』 (クル アー ン 第 50 章 〔 カ ー フ 〕 17-18 節 ) 


また 、 別 の 天使 に は 死者 の 住ま い を 決め る た め の 審 問 の 任務 が ある 。 人 が 死ぬ と 彼 の 許 に は 2 人 の 天使 が や っ て 来 
て 、「 お 前 の 主 は 誰か 。 宗教 は 何 か 、 預 言 者 は 誰か 。」 と 尋ね る 。 そ こ で 『 ア ッ ラ ー は 現世 に お いて も 来世 に お いて 
も 確か な 言葉 を 語れ る よう 、 信 ずる 者 を 支え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 不正 を 犯す 者 を 迷う に まかせ られ る 。 アッラー は 御 心 

の まま を 為 し 給 う 。』 (クル アー ン 第 14 章 〔 イ ブラ ー ヒ ー ム 〕 27 節 ) 


また 天国 に 入る 者 を 受け 持つ 天使 も いる 。 彼ら は 、『 各 々 の 門 か ら 彼 ら (楽園 の 民 ) の も と へ 入り 来 た る 。 (そし て 
言う ) 「 平 安 あ れ 。 あ な た 方 は よく 耐え 忍 ん だ 。 な ん と 良き 住ま いで は な いか 。」』 (クル アー ン 第 13 章 〔 雷 電 
23-24 節 ) 


預言 者 が 語ら れ た と ころ に よる と 、 
神殿 が の カー バ 神 殿 。 天 に は 天使 の 語 で る 神殿 が あり 、 そ こ に は 毎日 7 万 人 の 天使 が 入る 一 別 の 伝承 に よる と 「 入 
る 」 の 代わ り に 「 礼 拝 す る 」 と な っ て いる 一 が 、 同 じ 者 が そこ に 一 も うー つの 伝承 に よる と 「 そ こ に 」 で は な く 「 彼 
ら の いた と ころ に 」 と な っ て いる 一 戻っ て 来る こと は な い 


啓典 


至高 な る アッ ラー が その 使徒 ら に 、 万 世 へ の 印 、 生 きる 者 へ の 指針 と し て 啓典 を 下さ れ た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 そ 
れ に よっ て 使徒 た ち が 人 々 に 英知 を 授け 、 彼 ら を 清め る た めで ある 。 ま た 、 至 高 な る アッ ラー の 次 の 言葉 に より 、 彼 
が すべ て の 使徒 に 啓典 を 授け 給 う た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 我 ら は 使徒 を 明 証 を も っ て 遣わ し 、 人 々 の 間 に 正 義 を 確立 する た め に 彼ら に 啓典 と 香 を 授け た 。』 (クル アー ン 第 
57 章 〔 鉄 ] 25 節 ) 


これ ら の 啓典 の うち で 我々 が 知る の は 以下 の 諸 書 で ある 。 
1) 律 法 (タウ ラー) 


これ は 至高 な る アッ ラー が ムー サー (モー セ ) 一 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ 一 に 下さ れ た も の で あり 、 ユ ダ ヤ 教 
徒 に と っ て 最も 重要 な 啓典 で ある 。 


『 そ の (タウ ラー の ) 中 に は 導き と 光明 が あり 、 ア ッ ラ ー に 帰依 し た 預言 者 た ち は そ れ に よっ て ユダ ヤ 教 徒 を 裁き 、 
また 聖職 者 や 律 法学 者 た ち も 保 持 す る よう 命じ られ た アッ ラー の 書 に よっ て (裁き ) 、 そ の 証人 と な っ た 。』 (クル 
アー ン 第 5 章 〔 食 卓 〕 44 節 ) 


(2) 福音書 (イン ジー ル ) 


福音 は 至高 な る アッ ラー が イー サー (イエ ス ) 一 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ 一 に 下さ れ た も の で あり 、 ム ー サ ー 
の 律 法 を 確証 し 、 補 完 す る も の で ある 。 


『 我 ら は 彼 (イー サー) に 福音 書 を 授け た 。 そ の 中 に は 導き と 光明 が あり 、 そ れ は 以前 に 下 し た 律 法 を 確 計 す る も の 
で あり 、 主 を 明 れ る 者 へ の 導き で あり 、 訓 戒 で ある 。』 (クル アー ン 第 5 章 〔 食 卓 」46 節 ) 


『 流 ら に 禁じ られ て いた も の の 一 部 を 解禁 する た め に ・・・』 (クル アー ン 第 3 章 〔 イ ムラ ー ン 家 ]〕 50 節 ) 
(3) 詩 編 ( ザ ブ ー ル ) 
詩 編 は 至高 な る アッ ラー が ダー ウー ド (ダビ デ ) 一 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ 一 に 授け られ た も の で ある (クル 
アー ン 第 4 章 〔 婦 人 ]〕 163 節 、17 章 〔 夜 の 旅 〕 ) 55 節 ) 。 
(4) イブ ラー ヒー ム (アブ ラ ハ ム ) と ムー サー 一 彼ら 両 名 に 祝福 と 平安 あれ 一 の 書 (クル アー ン 第 87 章 〔 至 高 
者 〕 19 節 ) 
(5) 聖 ク レア ー ン 


聖 ク ルアー ン は 至高 な る アッ ラー が 預言 者 の 封印 ムハンマド に 下さ れ た も の で あり 、『 人 々 へ の 導き で あり 、 導 き と 
フル カー ン ( 正 邪 の 基準 ) の 明 証 』 (クル アー ン 第 2 章 【 雌 和牛 」 185 節 ) 、『 以 前 の 啓典 を 確証 し 保全 する も の 』 ( ク 
ルアー ン 第 5 章 〔 食 卓 〕 48 節 ) な の で ある 。 


アッ ラー は クル アー ン に よっ て 以前 の 啓典 を すべ て 無効 と され 、 こ れ を 潮 笑 者 の 傷 辱 と 改変 者 に よる 歪曲 か ら 守 護 し 
給 う 。 


『 ま こと に 訓 戒 を 下 し 、 ま た それ を 護る の は 我ら (アッ ラー) で ある 。』 (クル アー ン 第 15 章 【 ア ル ・ ヒ ジュ ル 19 
節 〕 


これ は 、 ク ルアー ン が 復活 の 日 に 至る まで 人 類 す べ て に 対す る 証し で あり 続け る た めで ある 。 ク ルアー ン 以 前 の 啓典 
は 、 そ れ ら を 破棄 し 、 そ こ に 生じ た 人 柱 曲 や 改変 を 明らか に する 新た な 啓典 が 啓示 され る まで の 間 に 限 っ て 有効 で あっ 
た に 過ぎ な い 。 ま た 、 そ れ だ か ら こ そ 、 そ れ ら は 守護 され る こと な く 、 人 歪曲 や 付加 や 削除 を 芝 っ た の で ある 。 


『 ユ ダ ヤ 教 徒 の 中 に は 字句 を 改変 し た 者 が お り 、.…』 (クル アー ン 第 4 章 〔 婦 人 ]〕 46 節 ) 


『 己 の 手 で 啓典 を 提 造 し 、 僅 か な 代償 を 得る た め に 「 こ れ は アッ ラー の 御 許 か ら 下 され た の だ 。」 と 言う 者 に 災い あ 
れ 。 彼ら の 手 の 書 いた も の の た め に 彼ら に 災い あれ 。 彼ら の 稼い だ も の の た め に 彼ら に 災い あれ 。』 (クル アー ン 第 
2 章 【 肉 和牛 〕 79 節 ) 


『 言 え 。「 ム ー サ ー が 交 し た 人 類 に 対す る 光明 と 導き の 啓典 を 下 し た 者 は 誰か 。 お 前 た ち は そ の 一 部 を 紙 に 書い て 人 
に 明か す が 、 多 く は 隠し て いる 。」』 〈 ク ルアー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 91 節 〉 


『 彼 ら (啓典 の 民 ) の 中 に は 自分 の 舌 で 啓典 を 歪曲 し 、 啓 典 に な いこ と を 啓典 の 一 部 で ある か の よう に みせ か け 、 ア 

ッ ラ ー の 御 許 か ら 下 され た の で な いも の を アッ ラー の 御 許 か ら 下 され た と 騙り 、 故 意 に アッ ラー に 対し て 虚言 を な す 

一 派 が ある 。 ア ッ ラ ー か ら 啓 典 と 英知 と 預言 者 の 使命 を 授け られ た 者 は 人 々 に 対し て 「 ア ッ ラ ー で は な く 、 私 に 仕え 
よ 。」 な ど と は 決し て 言い は し な い 。』 (クル アー ン 第 3 章 【 イ ムラ ー ン 家 ] 78-79 節 ) 


『 啓 典 の 民 よ 。 流 ら の 許 へ 我ら の 使徒 が 現れ 、 啓 典 に つい て 液 ら の 隠し て いた こと の 多く を 明らか に し た 。 一 中 略 一 
「 ア ッ ラ ー と は マル ヤム (マリ ヤ ) の 子 イ ー サ ー で ある 。」 と 言う 者 は 確か に 不信 仰 者 で ある 。』 (クル アー ン 第 5 
章 【 食 卓 〕 15-17 節 ) 
〇 きび 〇 ※ ま 〇 ざま 〇 きま 〇 ※ 
使徒 
至高 な る アッ ラー が その 被 造 物 に 使徒 た ち を 違わ され た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 (アッ ラー が ) 使徒 た ち を 福音 告知 者 、 警 告 者 と し て 遣わ され た の は 、 人 類 が 使徒 た ち (の 派遣 ) の 後に アッ ラ 
ー に 対し て 申し 開き 出来 な いよ うに する た めで ある 。 アッラー は 偉大 な 英知 者 に お わし ます 。』 (クル アー ン 第 4 章 
〔【 婦 人 〕 165 節 ) 


また 、 最 初 の 使徒 が メー フ (ノア ) で あり 、 最 後 が ムハンマド で ある こと を 我々 は 信ずる 。 


『 我 ら (アッ ラー) は 、 ヌ ー フ と 彼 以 降 の 預言 者 た ち に 啓示 を 下 し た よう に 、 液 に も 啓示 を 下 し た 。』 (クル アー ン > 
第 4 章 〔 婦 人 ]〕 163 節 ) 

『 ム ハン マ ド は 溢 ら の 誰 の 父 で も な い 。 彼 は アッ ラー の 使徒 で あり 、 預 言 者 た ちの 封印 で ある 。』 (クル アー ン 第 33 
章 〔 部 族 連合 〕 40 節 ) 

使徒 の うち で 最も 優れ た 者 は ムハンマド で あり 、 次 いで イブ ラー ヒー ム 、 ム ー サ ー、 ヌ ー フ 、 イ ー サ ー・ ブ ン ・ マ ル 

ヤム の 順 で あり 、 彼 ら は 至高 な る アッ ラー の 御 言葉 の 中 に 特記 され て いる 。 
『 ま た 我ら (アッ ラー) は 預言 者 た ちと 契約 を 交わ し た 。 我 ら は 汐 (ムハンマド ) 、 ヌ ー フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ム ー 
サー、 イ ー サ ー・ ブ ン ・ マ ル ヤ ム ら と 上 厳か に 契約 を 交わ し た の で ある 。』 (クル アー ン 第 33 章 (部 族 連合 〕 7 節 ) 


ムハンマド の シャ リー ア が これ ら 特 別 な 恵み を 受け た 使徒 た ちの シャ リー ア の 持つ 徳 を 内 包 す る も の で ある こと を 、 
我々 は 確信 する 。 


『 彼 (アッ ラー) は ヌー フ に 命じ 給 う た も の を 液 ら の 宗教 と 定め 給 う た 。 そ れ は 我ら が 流 に 啓示 し 、 ま た イブ ラー ヒ 
ー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー に 「 こ の 宗教 を 守り 、 そ の こと で 分 像 し て は な ら な い 。」 と 命じ た も の で ある 。』 ( ク 
ルアー ン 第 42 章 〔 相 談 〕 13 節 ) 


また 、 使 徒 た ち は 皆 、 被 造物 た る 人 間 で あっ た に 過ぎ ず 、 一 切 の 「 神 性 」 を 有 し な か っ た こと を 我々 は 信ずる 。 至高 
な る アッ ラー は は 最初 の 使徒 で ある ヌー フ に つい て 、 こ う 仰 せら れ た 。 


『 私 (ヌー フ ) は お 前 た ち に 、 私 が アッ ラー の 宝物 を 所 蔵 し て いる と も 、 了 幽玄 界 の こと を 知っ て いる と も 、 ま た 私 が 
天使 で ある と も 言わ な い 。』 (クル アー ン 第 11 章 〔 フ ー ド ]〕 3 節 ) 


また アッ ラー は は 最後 の 預言 者 ムハンマド に も 次 の よう に 言う よう 命じ られ た 。 


『 私 は アッ ラー の 宝物 を 所 蔵 し て いる と も 、 幽 玄 界 の こと を 知っ て いる と も 、 ま た 私 が 天使 で ある と も 言わ な い 。』 
(クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 50 節 ) 


『 ア ッ ラ ー が お 望み に な ら な い 限 り 、 私 に は 自分 を 害する こと も 益 す る こと も 出来 な い 。』 (クル アー ン 第 10 章 
[ユー ヌス 〕 49 節 ) 


『 私 は 溢 ら を 害する こと も 導く こと も 出来 な い 。 言 え 。「 誰 も 私 を アッ ラー か ら 護 る こと は 出来 ず 、 ま た アッ ラー の 
御 許 以外 に 避難 所 を 見 い だ す こと は 出来 な い 。』 (クル アー ン 第 72 章 〔 ジ ン 〕 21-22 節 ) 


また 彼ら が アッ ラー の 忠 僕 で あっ た こと を 我々 は 信ずる 。 至高 な る アッ ラー は 彼ら に 使 信 の 祝福 を 授け られ た が 、 役 
ら を 褒め 称え る 最高 の 賛辞 と し て アッ ラー は 彼ら を 「 僕 」 と 形容 し て お られ る 。 


アッ ラー は は 最初 の 使徒 ヌー フ に つい て 仰せ られ た 。 


『 我 ら が ヌー フ と 共に 選ん だ 者 の 子孫 よ 。 ま こと に 彼 は 感謝 の 念 父 き 僕 で あっ た 。』 (クル アー ン 第 17 章 〔 夜 の 
旅 〕 3 節 ) 


また 最後 の 使徒 ムハンマド に つい て も 次 の よう に 仰せ られ る 。 


『 万 世に 対す る 警告 者 と する た め 、 そ の 僕 (ムハンマド ) に フル カー ン ( 正 邪 の 基準 ) を 下 し 給 う た 御方 に 称え あ 
れ 。』 (クル アー ン 第 25 章 〔 識 別 〕 1 節 ) 


また 他 の 使徒 た ち に つい て も 以下 の よう に 仰せ られ る 。 


『 力 あり 知恵 に 秀 れ た 我ら の 僕 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 イ スハ ー ク (イサ ク ) 、 ヤ ァ ク ー ブ (ヤコブ ) の こと を 思い 起こ 
せ 。』 (クル アー ン 第 38 章 〔 サ ー ド ]〕 45 節 ) 


『 力 ある 我ら の 僕 ダ ー ウ ー ド の こと を 思い 起こ せ 。 ま こと に 彼 は 悔 悟 し て 主 に 立ち 帰る 者 で あっ た 。』 (クル アー 
ン 第 38 章 〔 サ ー ド 〕 17 節 ) 


『 我 ら は ダー ウー ド に スラ イマ ー ン (ソロ モン ) を 授け た 。 な ん と 優れ た 僕 で ある か 。 彼 は 悔 悟 し て 主 に 立ち 帰る 者 
で あっ た 。』 (クル アー ン 第 38 章 〔 サ ー ド 〕 30 節 ) 


また イー サー・ ブ ン ・ マ ル ヤ ム に つい て も こう 仰せ られ る 。 


『 彼 は 我ら (アッ ラー) が 恩恵 を 施し イス ラー イー ル (イス ラ エ ル ) の 子 ら へ の 模範 と し て 遣わ し た 僕 に 過ぎ な 
い 。』 (クル アー ン 第 43 章 〔 金 の 装飾 〕 59 節 ) 


また 、 至 高 な る アッ ラー の 次 の 御 言 葉 に より 、 ア ッ ラ ー が ムハンマド を 人 類 す べ て に 対し て 遣わ し 、 彼 の 派遣 を も っ 
て 使徒 の 派遣 を 完了 され た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 言 え 。「 人 々 よ 。 私 は 光ら すべ て に 対し て 遣わ され た アッ ラー の 使徒 で ある 。 天 地 の 主 権 は 彼 に 属し 、 彼 の 他 に 神 

は いな い 。 彼 こそ 生 と 死 を 授け 給 う 御 方 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー を 信じ よ 。 そ し て 、 彼 と その 御 言葉 を 信ずる 文盲 の 預言 

者 で ある 使徒 (ムハンマド ) を 信じ 、 彼 に 従え 。 お そら く 液 ら は 正しく 導 か れ よ う 。』 (クル アー ン 第 7 章 〔 高 
壁 】 158 節 ) 


また 、 至 高 な る アッ ラー の 次 の 御 言葉 に より 、 使 徒 の 底 し た シャ リー ア ( 聖 法 ) と は 、 至 高 な る アッ ラー が その 僕ら 
の た め に 嘉 し 給 う た イス ラー ム の 教え で あり 、 至 高 な る アッ ラー は それ 以外 の 宗教 を 誰か ら も 受け 入れ 給 わ な いと 
我々 は 信ずる 。 


『 ま こと に アッ ラー の 御 許 の 宗教 は イス ラー ム で ある 。』 (クル アー ン 第 3 章 〔【 イ ムラ ー ン 家 ] 19 節 ) 


『 今 日 、 我 ら は 流 ら の 宗教 を 完成 し 、 恩 恵 を 完全 な も の と し 、 液 ら の 宗教 と し て イス ラー ム を 嘉 し た 。』 (クル ア 
ー ン 第 5 章 〔 食 卓 〕 13 節 ) 


『 イ スラ ー ム 以外 の 教え を 好む 者 が 受け 入れ られ る こと は 決し て な い 。 彼 は 来世 に お いて 失敗 者 の 一 人 と な る 。』 
(クル アー ン 第 3 章 【 イ ムラ ー ン 家 】〕 85 節 ) 


キリ スト 教 や ユダ ヤ 教 な ど イ スラ ー ム 以外 の 宗教 が (イス ラー ム の 使 信 が 宣 べ 伝え られ た ) 今日 な お アッ ラー の 御 許 
で 受け 入れ られ る と 主張 する 者 は 、 悔 悟 を 求め られ る べき 不信 仰 者 で あり 、 も し 彼 が 悔い 改め な い 場 合 に は 、 背 教 者 
と し て 処刑 され ね ば な ら な いと 我々 は 考え る 。 彼 は クル アー ン の 御 言葉 を 虚偽 と し た か ら で あ る 。 


また 、 ム ハン マ ド の 使 信 を 信じ な い 者 は 、 そ の 者 が 信じ 従っ て いる と 称す る 使徒 を も 含め て すべ て の 使徒 を 信じ て い 

な いこ と に な る と 、 我 々 は 考え る 。 な ぜ な ら ば 至高 な る アッ ラー の 御 言葉 に 『 ヌ ー フ の 民 は 使徒 た ち を 詐欺 師 と 呼 

ん で 拒ん だ 。』 (クル アー ン 第 26 章 (詩人 た ち 〕 105 節 ) と あり 、 ア ッ ラ ー は ヌー フ 以 前 に は まだ 使徒 が 遣わ され て 

いな か っ た に も 拘わら ず 、 ヌ ー フ の 民 を すべ て の 使徒 を 拒ん だ と し て 非難 し て お られ る か ら で あ る 。 また 至高 な る ア 
ッ ラ ー は 次 の よう に も 仰せ られ る 。 


『 ア ッ ラ ー と その 使徒 た ち を 信じ ず 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 た ち を 分 離さ せよ うと 欲し 、「 我 々 は ある 者 は 信ずる が 他 
の 者 は 信じ な い 。」 と 言い 、 そ の 中 間 に 道 を 求め る 者 こそ 真 の 不信 仰 者 で ある 。 我 ら は その よう な 者 に 恥ず べき 懲 視 
を 用 意 し て いる の で ある 。』 (クル アー ン 第 4 章 〔 婦 人 〕 150-151 節 ) 


また 、 ム ハン マ ド の 後に も は や 預言 者 は な く 、 彼 の 没後 に 預言 者 を 自称 する 者 及び その 者 に 従う 者 は 誰 で あれ 不信 仰 
者 で ある と 、 我 々 は 信ずる 。 な ぜ な ら 彼 は アッ ラー と その 使徒 、 ム スリ ム の 合意 に 背 い て いる か ら で あ る 。 


我々 は 、 こ の ウン マ (宗教 共同 体 ) に は 預言 者 の 後に 正しく 導 か れ た 後継 者 (キサ ) が 続き 、 (シャ リー ア の ) 知 
識 、 宣 教 、 信 徒 の 統率 に お いて 彼 を 継承 し た こと を 我々 は 信ずる 。 ま た 我々 は 、 教 友 の 中 で 最も 優れ 、 カ リフ の 地位 
に 最も 相応 し い 者 は 「 篤 信者 」 ア ブー・ バ クル 、 次 いで ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル = ハ ッ タ ー ブ 、 ウ スマ ー ン ・ ブ ン ・ ア ッ 
ファ ー ン 、 ア リー・ ブ ン ・ ア ビー・ タ ー リ ブー アッ ラー が 彼ら を すべ て 哀 さ れ ま す よ うに 一 で あっ た こと を 信ずる 。 


この よう に 彼ら に は カリ フ 位 に お いて 順位 が あっ た が 、 徳 に お いて も また 同様 で あっ た 。 英知 に 満ち た 至高 な る アッ 
ラー が 、 最 善 の 世代 で ある 教 友 た ちの 教導 を 、 よ り 秀 れ 、 カ リフ の 地位 に より 相応 し い 者 を 差し 置い て 他 の 者 に 委ね 
る よう な こと は あり 得 な い の で ある 。 


彼ら の うち 下位 に ある 者 が 特定 の 徳 に お いて 秀 で る こと が あっ て も 、 そ れ に よっ て その 者 が より 徳 の 高い 者 より 総体 
的 に 優れ て いる こと に は な ら な いと 我々 は 信ずる 。 徳 に は 多様 な 要素 が ある か ら で あ る 。 
また 、 こ の ウン マ が 人 類 最高 の 共同 体 で あり 、 胃 く も 貴 き アッ ラー の 御前 に お いて 最も 誉れ 高い 民 で ある こと を 、 至 
高 な る アッ ラー の 御 言 葉 に より 、 我 々 は 信ずる 。 
『 液 ら は 人 類 の 中 に 現れ た 最善 の 共同 体 で あり 、 善 を 命じ 悪 を 禁じ アッ ラー を 信仰 する 。』 (クル アー ン 第 3 章 
[イム ラー ン 家 〕 110 節 ) 


また 、 こ の ウン マ に お ける 最良 の 世代 は 教 友 の 世代 で あり 、 次 いで それ に 続く 世代 、 次 いで 更に 彼ら の 次 の 世代 で あ 
る と 我々 は 信じ 、 明 く も 貴 き アッ ラー の 命 が 下 る と きま で 、 こ の ウン マ の 中 に 、 真 理 の 大 道 に あっ て 勝利 し 、 離 反 者 
た ち が 決 し て 害する こと の 出来 な い 選 良 の 一 団 が 絶え る こと の な いこ と を 信ずる [Tvl。 


また 教 友 た ち ー ア ッ ラ ー が 彼ら を 嘉 さ れ ま す よ うに 一 の 間 に 生 じ た 内 戦 [xil は 、 イ ジュ ティ ハー ド [xiil を めぐ る 解釈 
の 相違 に 由来 する と 我々 は 考え る 。 イ ジュ ティ ハー ド を 行う 者 は その 緒 果 が 正しけれ ば (来世 で ) 2 つの 報奨 を 戴け 
る が 、 間 違っ た 場合 で も 1 つの 報奨 を 授かり 、 犯 し た 誤り も 落 され る の で ある 。 


また 、 教 友 た ちの 悪行 を 暴き 立て て は な ら ず 、 む し ろ し か る べき 賛辞 こそ 彼ら に は 相応 し く 、 心 を 清め て 彼ら の 誰 に 
対す る 中 傷 、 悪 口 も 慎 ま ね ば な ら な いと 我々 は 考え る が 、 そ れ は 次 の 至高 な る アッ ラー の 御 言葉 に よる 。 


『 液 ら の 中 で も 勝利 の 前 に 財産 を 費やし て 戦っ た 者 は ( 他 の 者 た ちと ) 同列 で は な い 。 彼 ら は 後に な っ て 行っ た 者 よ 
り 高 位 に ある の で ある 。 し か し アッ ラー は どちら に も 良い 報奨 を 約束 され た 。』 (クル アー ン 第 57 章 〔 鉄 〕 10 節 ) 


『 彼 ら の 後に 来 た 者 た ち は 言 う 。 「 我 ら が 主 よ 。 我 ら と 我ら より 先 に 信仰 に 入っ た 同胞 を 攻 し 給え 。 我 ら の 心 に 信仰 
する 者 へ の 憎しみ の 念 を 起こ させ な いで 下さ い 。 ま こと に あな た は 寛大 に し て 慈悲 深き 御方 に お わし ます 。」』 
(クル アー ン 第 59 章 〔 集 合 〕 10 節 ) 

OSO 〇 OSO 〇 OSO%8O※ 
最後 の 審判 
最後 の 審判 を 我々 は 信ずる 。 それ は 復活 の 日 で あり 、 そ の 日 の 後に は も は や 日 々 は な い 。 そ の と き 人 々 は 至福 の 住処 
(楽園 ) か 、 昔 酷 な 懲罰 の 住処 ( 火 獄 ) に 永遠 に 住む た め に 蘇ら され る の で ある 。 復活 を 我々 は 信ずる が 、 ア ッ ラ ー 
は (天使 ) イス ラー フィ ー ル が ラッ パ を 2 度目 に 吹き 鳴ら し た と き に 死者 を 蘇ら せ 給 う 。 


『 ラ ッ パ が 吹き 鳴ら され る と 、 天 に ある も の も 地 に ある も の も アッ ラー の 御 心 に 適っ た 者 以外 は 意識 を 失う 。 そ し て 
も う 1 度 吹き 具 ら され る と き 、 彼 ら は 起き 上 が り 辺 り を 見 回 す 。』 (クル アー ン 第 39 章 集団 〕 68 節 ) 


人 々 は 万 世 の 主 に 見 える た め に 墓 か ら 蘇 る が 、 そ の と き 人 々 は 裸足 で 服 も 着 ず 、 ま た 割礼 を 受け る 以前 の 状態 で あ 
る 。 


『 最 初 の 創造 を 始め た よう に 、 我 ら (アッ ラー) は 再び それ を 繰り 返す 。 それ は 自ら に 約束 し た こと で ある 。 ま こと 
に 我ら は 必ず 約束 を 成就 する 。』 (クル アー ン 第 21 章 預言 者 〕 104 節 ) 


また 、 自 分 た ちの 行状 を 書き 記し た 帳簿 を 右手 か 左手 、 あ る い は 背中 に 受け 取る こと を 我々 は 信ずる 。 


『 右 手 に 帳 薄 を 渡さ れる 者 は その 清算 も 素早 く 片 付き 、 喜 々 と し て 叫 の 家族 の も と へ 戻り 行く 。 他 方 、 背 中 に 帳簿 を 
渡さ れる 者 は 燃え 盛る 炎 に 焼 か れ 、 い っ そ 早 く 燃 えつ きた いと 叫ぶ 。』 (クル アー ン 第 84 章 【 割 れる 〕 7-12 節 ) 


『 我 ら (アッ ラー) は すべ て の 人 間 の 首 に 「 予 兆 」 を 付 し た 。 復活 の 日 、 我 ら は 彼 に 開け 広げ た 帳簿 を 示し て 言う 。 
「 溢 の 帳簿 を 読む が よい 。 今日 、 光 自身 の 裁き 手 と し て は 、 液 の 魂 だ け で 十分 で あろ う 。」』 (クル アー ン 第 17 章 
〔 夜 の 旅 〕] 13-14 節 ) 


また 、 復 活 の 日 に は 「 笠 」 が 据え られ 、 誰 も 不正 に 扱わ れる こと は な いこ と を 、 我 々 は 信ずる 。 


『 塵 一 粒 程 の 善行 で も 行っ た 者 は それ を 見 る こと に な ろう 。 ま た 鹿 一 粒 ほ どの 悪事 で も 犯し た 者 は それ を 見 る こと に 
な ろう 。』 (99 章 〔 地 震 〕 17-8 節 ) 


『 符 が (善行 で ) 重い 者 は 成功 者 で ある 。 各 が 軽い 者 は 自ら を 滅ぼし た 者 で ある 。 彼ら 火 獄 に 永 効 に 留まり 、 業 火 に 
焼 か れ 顔 を 歪め る 。』 (クル アー ン 第 23 章 【 信 者 た ち 〕 102-103 節 ) 


『 善 行 を 為 し た 者 は その 10 倍 の 報 所 を 受け る が 、 悪 行 を 為 し た 者 は 等 倍 の 報い を 受け る の み で 不正 に 扱わ れる こと は 
な い 。』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 160 節 ) 


また 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (ムハンマド ) は 最高 の 執り 成 し を 行う 権能 が 授与 され て いる こと を 、 我 々 は 信ずる 。 耐え 難 

い 不 安 と 苦悩 に 襲わ れ て 人 々 は アー ダム (アダ ム ) 、 ヌ ー フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー の 許 を 訪ね 、 最 

後に アッ ラー の 御 使い の 許 に 来る が 、 彼 だ けが 至高 な る アッ ラー の 御 許 で その 御 許 し を 得 た 上 で 特別 な 執り 成 し を 行 
い 、 そ れ ら の 者 を 裁く の で ある [xivl。 


また 、 火 獄 に 投げ 込ま れ た 信者 を 救い 出す 執り 成 し が ある こと を 我々 は 信ずる が 、 そ れ が 出来 る の は ムハンマド と そ 
の 他 の 預言 者 、 信 徒 た ち 、 お よび 天使 で ある 。 


また 、 至 高 な る アッ ラー は 誰か の 執り 成 し に よっ て で は な く 、 た だ 彼 の 恩 家 と 慈悲 か ら 信徒 の 民 を 業火 か ら 救 い 出し 
給 う こと が ある こと を 我々 は 信ずる 。 


また 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の 「 湖 」 の 存在 を 我々 は 信ずる 。 そ の 水 は 乳 より も 白く 蜜 よ り も 甘く 算 香 の 香り より も 芳 し 
く 、 幅 と 長 さ は 1 ヵ月 の 旅程 に 相当 し 、 (そこ に 備え つけ られ た ) 器 は 天 の 星 の 如く 無数 で 美しい 。 彼 ( ム ハ ン マ 
ド ) の ウン マ の 信徒 が そこ に や っ て 来る が 、 そ の 湖 か ら 水 を 飲む 者 は も は や 濁 く こと は な い [xvl。 


また 、 火 獄 に 架かる 「 道 」 の 存在 を 我々 は 信ずる 。 人 は そこ を 生前 の 行い に 応じ た 速度 で 渡る 。 最初 の 者 は 稲妻 の 如 

く 、 続 く 者 は 風 の 如 く 、 ま た それ に 続く 者 は 鳥 の 如く 、 そ し て 走る が 如く に 通り 過ぎ る 。 聞 言 者 が 「 道 」 の 上 に 立 

ち 、「 主 よ 、 救 い 給 え 、 救 い 給 え 」 と 祈る うち に 、 善 行 が 足り な い 者 の 番 と な る 。 遺 っ た 者 が や っ て 来る が 、「 道 」 

の 両側 に は 命令 に よっ て 吊り 下げ られ た 物 が 在り 、 命 じ ら れ た 者 を 吊り 上 げ る 。 傷 つき な が ら も 救 わ れる 者 も いれ 
ば 、 火 獄 に 積め 込ま れる 者 も いる [|xvil。 


また 、 ク ルアー ン と スン ナ の 語る 審判 の 日 と その 恐怖 の 物語 を 我々 は すべ て 信ずる が 、 ア ッ ラ ー は それ ら の も の か ら 
我々 を 護り 給 う 。 

我々 は 、 楽 園 の 民 が 楽園 に 入る た め に 預 言 者 が 執り 成 し を され る こと を 信じ る が 、 こ の 執り 成 し は 彼 だ け に 与え られ 
た 特権 で あ る 。 

我々 は 楽園 と 火 獄 を 信ずる が 、 楽 園 と は 至高 な る アッ ラー が 敬 虚 な 信徒 の た め に 用 意 さ れ た 、 か つて いか な る 目 も 見 

ず 、 耳 も 聞か ず 、 誰 の 心 も 思 い 浮 か べた こと の な い 至 福 を 味わう 安楽 の 住処 で ある 。 
『 自 分 の 行っ た こと に 対す る 報奨 と し て いか な る 善き も の が 密か に 用 意 さ れ て いる か を 誰 も 知ら な い 。』 (クル ア 
ー ン 第 32 章 〔 サ ジ ダ ]〕 17 節 ) 
火 獄 と は 至高 な る アッ ラー が 不正 な 不信 仰 者 の た め に 用 意 さ れ た 懲罰 の 住処 で あり 、 そ こ に は 誰 も 想像 し た こと の な 


い 昔 酷 な 懲罰 が ある 。 


『 我 々 は 不正 を 犯し た 者 の た め に 、 彼 ら を 才 い 尽く す 業 火 を 用 意 し た 。 彼 ら が 助け を 求め て も 、 溶 けた 真 鈴 の 如き 液 
体 が 与え られ よう 。 な ん と 悪い 飲み 物 、 区 し 所 で あろ う 。』 (クル アー ン 第 18 章 洞窟 〕) 29 節 ) 


楽園 と 火 獄 は 共に 現存 し 、 ま た 永 存する 。 


『 ア ッ ラ ー は 彼 を 信仰 し 善 を 行う 者 を 川 の 流れ る 楽園 に 入れ 給 い 、 彼 は 永遠 に そこ に 留まる 。 こ うし た 者 に は アッ ラ 
ー は 善き 恵み を 垂れ 給 う 。』 (クル アー ン 第 65 章 (離婚 〕] 11 節 ) 
『 ア ッ ラ ー は 不信 仰 者 を 呪い 、 彼 ら の た め に 燃え 盛る 炎 を 用 意 さ れ た 。 彼 ら は その 中 に 永遠 に 留まり 、 助 け を を うべ 


きい か な る 保護 者 も 見 い だ す こと は 出来 な い 。 その 日 、 炎 に 彼ら の 顔 は 歪み 、「 あ あ 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従っ て いれ 
ば よかっ た 。」 と 言う こと に な ろう 。』 (クル アー ン 第 33 章 (部族 連 合 ]〕 64-66 節 ) 


また 我々 は 、 ク ルアー ン と スン ナ が 名 指し で 、 あ る い は 特徴 描写 に よっ て 楽園 に 入る と 証言 し て いる 者 が 楽園 に 入る 
こと を 信ずる 。 
名 指し に よる 証言 と は 、 ア ブー・ バ クル 、 ウ マル 、 ウ スマ ー ン 、 ア リー ら [zviil、 預 言 者 が (楽園 に 入る 者 と し て ) 名 
前 を 挙げ た 者 た ち に 対す る 証言 で あり 、 特 徴 描写 に よる 証言 と は 「 信 仰 者 」、「 敬 度 な 者 」 一般に 対す る も の で あ 
と っ 


また 我々 は 、 ク ルアー ン と スン ナ が 名 指し で 、 あ る い は 特徴 描写 に よっ て 火 獄 に 堕ち る と 証言 し て いる 者 が 火 獄 に 堕 
ちる こと を 信ずる 。 
名 指し の 証言 と は アブ ー・ ラ ハブ [Zviil や アム ル ・ ブ ン ・ ル ヒー ユ ・ ア ル = フ ザー イー な ど [zizl で あり 、 特 徴 描写 に よ 
る 証言 と は 「 不 信仰 者 」、「 重 度 の 偶像 崇拝 に 陥っ た 多神教 徒 」、「 偽 信者 」 一 般 に 対す る 証言 で ある 。 
我々 は また 、 墓 の 中 で の 笑 問 を 信ずる 


[ 墓 の 中 で の 精神 的 な 法廷 | 。 つ まり 死者 は 墓 の 中 で 、「 お 前 の 主 は 誰か 、 宗 教 は 何 か 、 預 言 者 は 誰か 。」 と 審 間 され 
る の で ある 。 


『 ア ッ ラ ー は 現世 に お いて も 来世 に お いて も 確か な 言葉 を 語れ る よう 、 信 ずる 者 を 支え 給 う 。』 (クル アー ン 第 14 
革 【 イ プラ ー ビ ー ム 〕 27 人 ) 


その と き 信 徒 は 、「 私 の 主 は アッ ラー、 宗 教 は イス ラー ム 、 預 言 者 は ムハンマド で す 。」 と 答え る が 、 不 信仰 者 や 偽 
信者 は 、「 私 に は 分 か り ま せん 。 私 は 人 々 が 何 か 言 っ て いる の を 聞い て 、 口 を 合わ せ て いた だ け で す 。」 と 言う 。 


我々 は また 、 信 徒 の 墓 の 中 で の 享楽 を 信ずる 。 
『 天 使 は 清らか に 死な せ た 者 に 「 平 安 あ れ 。 液 ら の 行っ た こと の ゆえ に 天国 に 入れ 」 と 言う 。』 (クル アー ン 第 16 
章 蜜蜂 〕 32 節 ) 
我々 は また 、 不 正 を 犯し た 者 の 墓 の 中 で の 責め 苦 を 信ずる 。 
『 断 未 魔 の 苦痛 に 喘ぐ 不正 を 犯し た 者 た ち に 天使 が 手 を 差し 延べ 、「 今 日 、 流 ら の 魂 を 差し 出せ 。 アッラー に つい て 


虚偽 を 語り 、 そ の 徴 に 信 慢 な 態度 を 取っ た こと に 対し て 恥ず べき 報い を 受け る が 良い 。」 と 言う の を 、 液 ら が 見 て い 
た な ら ば (良かっ た の に ) 。』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 93 節 ) 


この 問題 に つい て は 多く の ハデ ィ ー ス (預言 者 の 言行 録 ) が 伝え られ て お り 、 我 々 信徒 は クル アー ン と スン ナ が 幽玄 
界 の 事象 に つい て 述べ て いる こと を すべ て 信じ ね ば な ら ず 、 現 世 の 経 験 を 基準 に それ を 否定 する こと は 許さ れ な い 。 
な ぜ な ら 来 世 の 出 来 事 は 現世 の 出来 事 と は 全く 異な り 、 類 推 が 不可 能 だ か ら で あ る 。 ア ッ ラ ー に こそ 、 我 ら は 助け を 
求め 奉る 。 
OOOOOOOOOOOOOO 


ーー レー 
定 命 
良 運 、 悪 運 と も に 、 至 高 な る アッ ラー の 知 が それ に 先行 し 、 彼 の 英知 が それ を 要請 し た と いう 意味 で 、 そ の 生起 が ア 
ッ ラ ー の 定 命 に な る こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


定 命 に は 以下 の 4 つの 段階 が ある 。 
第 1 段階 :・ 〈 予 》 知 


な る アッ ラー は すべ て の こと を 熟知 し て お られ る こと を 我々 は 信ずる 。 彼 は 過去 に 起こ っ た こ と も これ か ら 起 こ 
と も 、 ま た どの よう に 起こ る か も 、 そ の 永遠 の 知 に よっ て 知っ て お られ る 。 彼 に は 無知 の 後に 知 が 生ずる こと は 
な く 、 知 の 後に 忘却 が 続く こと も な い 。 


至高 
る こ 


第 2 段階 : 記帳 


至高 な る アッ ラー が 復活 の 日 に 至る まで に 生起 する 事象 を 『 守 護 さ れ た 書 板 』 (クル アー ン 第 85 章 〔 星 座 〕 22 節 ) に 
すべ て 書き 記さ れ た こと を 、 我 々 は 信ずる 。 


第 3 段階 : 意志 


至高 な る アッ ラー が 天 と 地 に 存在 する も の すべ て (が 存在 する こと ) を 意志 され た こと 、 彼 の 意志 な くし て は 何 も の 
も 存在 し 得 ず 、 彼 の 意志 され た こと は すべ て 生起 し 、 意 志 さ れ な か っ た こと は 一 切 生起 し な いこ と を 、 我 々 は 信 ず 
る あ 。 


第 4 段階 ・ 創造 


最後 に 、 至 高 な る アッ ラー が 『 万 物 の 創造 者 、 万 象 の 主宰 者 で あり 、 天 と 地 の 鍵 は 彼 に 属す る 』 (クル アー ン 第 39 章 
集団) 62-63 節 ) こと を 我々 は 信ずる 。 


この 4 つの 段階 の 定 命 は 、 ア ッ ラ ー 御 自身 に 由来 する 事象 と 人 間 に 由 来 す る 事象 の すべ て を 包括 する 。 即ち 、 人 間 が 
語る こと 、 行 うこ と 、 行 わな いこ と は すべ て 至高 な る アッ ラー に は 既知 の こ と で あり 、 彼 の 御 許 の 「 書 板 」 に 書き 記 
され て お り 、 彼 が それ を 意志 し 、 創 造 さ れ た の で ある 。 


『 そ れ は 液 ら の うち で 正道 を 歩み た いと 望む 者 の た め の も の で ある 。 し か し 万 世 の 主 アッ ラー が 御 望 み に な ら な い 限 
り 、 汐 ら が 望む と いう こと も な い 。』 (クル アー ン 第 81 章 〔 包 み 隠 す 〕 28-29 節 ) 


『 も し アッ ラー が 御 望 み で あっ た な ら 、 彼 ら が 名 うこ と も な か っ た で あろ う 。 し か し アッ ラー は 御 望み の こと を 為 し 
給 う 。』 (クル アー ン 第 2 章 〔 肉 午 〕 253 節 ) 


『 も し アッ ラー が 御 望 み で あっ た な ら 、 彼 ら は それ を 行わ な か っ た で あろ う 。 そ れ ゆ え 彼 ら と 彼ら の 担 造 し た も の を 
放置 し て お け 。』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 137 節 ) 


『 ア ッ ラ ー は 液 ら (自身 ) も 、 ま た 液 ら の 造る も の も 共に 創造 し 給 う 。』 (クル アー ン 第 37 章 整列] 96 節 ) 


し か し 同時 に 我々 は 、 至 高 な る アッ ラー が 人 間 に 行 為 を 行う 選択 と 能力 を 与 ら れ た こと も 信ずる 。 人 間 の 行為 が 
彼 自 身 の 選 択 と 行為 能力 に よる と いう こと に は 、 以 下 の 根 拠 が ある 。 


(1) 至高 者 の 御 言葉 『 望 む ま ま に 液 の 畑 に 赴 け 』 (クル アー ン 第 2 章 〔 肉 牛 〕 223 節 ) 、『 も し 彼ら に 出征 する 意 
志 が あっ た な ら 、 そ の 準備 を し て いた で あろ う 。』 (クル アー ン 第 9 章 〔 悔 悟 ] 46 節 ) 


この よう に アッ ラー は 、 人 間 が 望む まま に 赴き 、 ま た 意志 に よっ て 準備 を する こと を 育 定 され て いる の で ある 。 


(2) 命令 と 禁止 が 人 間 に 課 され て いる こと 。 も し 人 間 に 選 択 と 行為 能力 が な けれ ば 、 ア ッ ラ ー は 不可 能 な こと を 
義務 と し て 課さ れ た こと に な る 。 し か る に それ は 至高 な る アッ ラー の 英知 と 御 慈 悲 、 ま た 『 ア ッ ラ ー は 誰 に も その 能 
力 以 上 の こと を 課 し 給 わ な い 。』 (クル アー ン 第 2 章 〔 雌 牛 〕 286 節 ) と の 真実 の 御 言葉 に も 反し て いる 。 


(3) 善人 の 善行 へ の 称賛 と 悪人 の 悪行 の 非難 、 並 びに それ ぞ れ に 相応 し い 報い 。 も し 行為 が 人 の 意志 と 選択 と に 
よら ず に 起き る と すれ ば 、 善 人 の 称 替 は 無駄 で あり 、 悪 人 の 非難 は 不正 で ある 。 と ころ が アッ ラー は 無駄 や 不正 か ら 
は 隔絶 し て お られ る の で ある 。 


(4) 至高 な る アッ ラー が 使徒 た ち を 『 福 音 告知 者 、 警 告 者 と し て 違 わ さ れ た の は 、 人 類 が 使徒 た ち (の 派遣 ) の 
後に アッ ラー に 対し て 弁明 が 出来 な いよ うに する た めで ある 。』 (クル アー ン 第 4 章 (婦人 〕 165 節 ) し か る に 、 も 
し 行為 が 人 間 の 選択 と 意志 に よる の で な いと すれ ば 、 使 徒 た ちの 派遣 に よっ て 彼 の 弁明 を 無効 に する こと は で き な く 

な る 。 


(5) 行為 者 は 皆 、 強 制 さ れ て いる と いう 感覚 を 一 切 持 た ず に 何 か を し て いる 、 あ る い は し な いで いる と 感じ て い 

る 。 彼 は 、 純 粋 に 自分 の 意志 に よっ て 立ち 、 座 り 、 出 入り し 、 ま た 旅行 し 、 滞 在 す る の で あり 、 誰 か に 強制 され て い 

る と は 感じ て いな い 。 自己 の 選択 で 何 か を 行う 場合 と 強制 され て 行う 場合 と を 実際 、 彼 は は っ きり と 区 別して いる 。 

シャ リー ア も 法規 定 の 上 で 両者 を 区 別して お り 、 至 高 な る アッ ラー の 権利 に 属す る こと で 強制 され て 行っ た こと に つ 
いて は 行為 者 の 責任 が 問わ れる こと は な い 。 


罪人 (アッ ラー の 命 に 背く 者 ) は アッ ラー の 定 命 を 罪 の 言い 訳 に する こと は で き な い と 、 我 々 は 考え る 。 な ぜ な ら 、 
彼 は 自分 の 選択 で 、 ア ッ ラ ー が 彼 に そう と 定め 給 う た こと を 知ら ず に 罪 を 犯す か ら で あ る 。 人 は 誰 も アッ ラー が 定め 
られ た こと が 実際 に 生起 する まで は 、 ア ッ ラ ー の 定 命 を 知る こと は 出来 な い の で ある 。 


『 誰 も 明日 自分 が 何 を 稼ぐ か を 知ら な い 。』 (クル アー ン 第 31 章 し ルク マー ン 〕 34 節 ) 


論証 者 が 自分 の 知ら な いこ と (アッ ラー の 定 命 ) を 論拠 に 論 を 立て る 、 そ の よう な 言い 訳 が どう し て 有効 と な りえ よ 
う 。 至 高 な る アッ ラー は その 御 言 葉 の 中 で 既に この 旋 弁 を 論破 され て いる 。 


『 多 神 崇拝 を 犯す 者 ら は 言う で あろ う 。 「 も し アッ ラー が 御 望 みな ら 、 我 々 も 先祖 た ち も 多 神 崇拝 を 犯さ ず 、 ま た 何 

も 禁ず る こと は な か っ た で あろ う 。」 同 様 に 彼ら 以前 の 者 ら も 我ら の 懲罰 を 味わう まで は 信じ よう と は し な か っ た 。 

言え 。「 お 前 た ち に 知識 が ある の か 。 そ れ な ら 我 ら (アッ ラー) に 示し て 見 よ 。 い や お 前 た ち は た だ 憶測 に よっ て 思 
い を 廻ら し て いる に 過ぎ な い 。」』 (クル アー ン 第 6 章 〔 家 畜 〕 148 節 ) 


我々 は 定 命 を 言い 訳 に 用 いる 罪人 に 対し て は 、「 な ぜ お 前 は 『 (アッ ラー フ の 命 へ の ) 服従 を 、 至 高 な る アッ ラー に 

よる 定 命 で ある 』 と 言っ て 行わ な い の だ 。」 と 反論 する こと が 出来 る 。 な ぜ な ら 服 従 と 反抗 の 間 に は 、 自 分 が 実際 に 

それ を 行っ て みる まで は 、 そ れ が 定め られ て いた か どう か を 知る すべ が な いと いう 点 で は 全く 違い が な いか ら で あ 
る 。 


それ ゆえ 預言 者 は 教 友 た ち に 、「 お 前 た ち は す べ て 、 天 国 に 入る か 火 獄 に 堕ち る か は 既に 定め られ て いる 。」 と 言わ 

れ た と き 、 教 友 た ち が 、「 そ れ な ら ば 我々 は ( 定 命 に ) 身 を 委ね 、 行 為 を 放棄 し て は どう で し ょ うか 。」 と 尋ね た の 

に 対し 、「 い や 、 そ ん な こと を し て は な ら な い 。 誰 も 皆 、 自 分 が 創造 され た 目的 に 沿う こと が 易しい よう に され て い 
る の で ある か ら 。」 と 答え られ た の で ある [B9]。 


また 我々 は 定 命 を 口 に する 罪人 に 対し て 言 お う 。 


「 も し お 前 が マッ カ (メッ カ ) に 行き た いと 思っ た と き 、 道 が 2 本 あっ た と し よう 。 そこで 信頼 の 於 ける 人 が 、 片 方 

は 危 く 険しい 道 で あり 、 も う 一 方 は 安全 で 平坦 な 道 で ある と 教え て くれ た な ら 、 お 前 は 危険 な 道 を 選び 、『 こ れ が 私 

に 与え られ た 運命 だ 。』 と 言う こと は 出来 な い だ ろ う 。 また も し お 前 が そん な こと を し た ら 、 人 は お 前 を 狂人 の 類 い 
と 見 みな す だ ろ う 。」 


また 次 の よう に 言う こと も 出来 よう 。 「 も し お 前 に 2 つの 仕事 が あり 、 片 方 が より ラン ク が 上 の 職 で あれ ば お 前 は そ 
ちら で 働く だ ろう 。 その 際 、 下 位 の 仕事 を 自分 で 選ん で 定 命 を 主張 する こと な ど 出 来 よ うか 。」 


また こう も 言え よう 。 


「 も し お 前 が 病気 に な つっ た な ら 、 お 前 は 病院 の 門 を 叩き 、 手 術 の 痛み や 薬 の 痛み を 我慢 し て で も 治療 を 受け る だ ろ 
う 。 そ れ な の に お 前 は な ぜ 『 罪 』 と いう 心 の 病 に 対し て は 同じ 忍耐 が 出来 な い の か 。」 


また 、 至 高 な る アッ ラー に は その 完璧 な 英知 と 慈悲 ゆえ に 、 悪 が 帰 さ れる こと は な いと 我々 は 信ずる 。 預 言 者 は 、 ム 
スリ ム の 伝え る 伝承 に お いて 「 あ な た (アッ ラー) に 悪 が 帰 さ れる こと は あり ませ ん 」 と 言っ て お られ る [xxil。 


至高 な る アッ ラー の 定め (の 御 業 ) は 彼 の 慈悲 と 英知 に 由来 する た め 、 そ れ 自 体 に 悪 は 決し て 存在 し な い 。 


「 あ な た が 定め られ た こと の 悪 か ら 私 を 護り 給え 。」 と いう 預言 者 が アル = ハサン [xxill に 教え られ た クヌート ( 敬 
度 ) の 祈 待 の 中 の 言葉 か らし て も 、 悪 は た だ 、 ア ッ ラ ー の 定め られ た 事柄 の 中 に ある 。 つ まり 、 預 言 者 は 、 悪 を ( ア 


ッ ラ ー 御 自身 に で は な く ) アッ ラー が 決め られ た 事柄 に 帰 さ れ た の で ある 。 さ ら に 、 ア ッ ラ ー が 定め られ た こと の 悪 
に し て も 、 そ れ は 純粋 悪 で は な く 、 あ る 場 に お いて ある 視点 か ら 見 れ ば 悪 で ある も の も 、 別 の 視点 か ら 見 れ ば 善 で あ 
っ た り 、 ま た 、 あ る 場 に お いて は 悪 で あっ て も 、 別 の 場 に あっ て は 善 と な っ た りす る の で ある 。 


不作 、 病 気 、 貧 困 、 恐 怖 と いっ た 地上 の 厄 災 は 確か に 悪 で お ある が 、 そ れ も あ る 観点 か ら 見 る と 善 な の で ある 。 至高 な 
る アッ ラー も 仰せ られ る 。 


『 人 の 手 が 稼 い だ こ と の た め に 厄 災 が 陸 と 海 に 現れ た 。 そ れ は 彼ら に (現世 で 行っ た ) 所 業 の (報い の ) 一 部 を 味 わ 
わせ る た め な の で ある 。 お そら く 彼 ら は 悔い 改め よう 。』 (クル アー ン 第 30 章 〔 ビ ザン チン ]〕 41 節 ) 


また 、 盗 人 の 手 の 切断 や 姦通 を 犯し た 者 の 石打 ち は 、 彼 ら に と っ て は 手 を 切り 落と され 、 命 を 失う と いう 点 で 確か に 
悪 で は ある が 、 そ れ が 彼ら の 財 罪 と な り 、 現 世 と 来世 の 両方 で 罰 を 受け る こと を 免れ させ る と いう 他 の 側面 か ら 見 れ 
ば 善 で あり 、 ま た 、 (他人 の ) 財産 と 名 誉 と 血統 の 防衛 と いう 側面 か ら 見 て も 善 な の で ある 。 


真 の 幸福 を 獲得 する た め の 唯 一 の 道 で ある イス ラー ム 。 アッラー を 信じ 、 そ の 天使 た ち 、 諸 啓典 、 預 言 者 た ち 、 審 判 
の 日 、 運 命 を 信じ る こと 。 
https://issuu.com/jannahfirdausmediapro/docs/the_translation_of_holy_quran japanese_la 
イス ラミ ツク セ シ ンタ ダー ジャ パン 
。 「 神 は 偉大 な り 。 神 以外 に 崇拝 に 値する 者 は な し 。 神 は 偉大 な り 。 か れ に 称賛 あれ 。」 
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